
自転車推進計画に寄与する
スポーツ振興施策

スポーツ振興課



１．背景：自転車活用推進に向かう経緯

※「岡山県自転車活用推進計画」目標

・自転車を移動手段とする良好な都市環境

・サイクルスポーツの振興等による健康長寿社会

・サイクルツーリズムの推進による観光立県

・自転車事故の無い安全安心な社会

2016年12月 国 「自転車活用推進法」施行

2018年 6月 国 「自転車活用推進計画」閣議決定

2018年11月 国 「自転車を活用したまちづくりを推進する全国市区町村長の会」設立
（R3年6月時点391自治体）

2019年 3月 県 「岡山県自転車活用推進計画」策定（国の閣議決定を受け）

2020年 4月1日 県 岡山県下でのタンデム自転車公道走行が解禁。

2021年～ 県 「サイクルツーリズムによる観光振興」（地域課題解決支援ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）

実
現
を
目
指
す

2020.4.1 山陽新聞



２．高梁市のスポーツ推進における自転車活用の実績
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・市民の健康
・自転車活用の向上
・自転車を活用した観光交流の振興

「たかはし交流・連携のまちづくりプロジェクトチーム」（R元～）

自転車活用による地域の発展に特化した事業展開の研究

高梁市

自転車活用推進

全国規模の自転車競技大会やそれに伴う市民のお
もてなし意識の醸成について継続してきた地盤

スポーツ振興の分野



３．ヒルクライムチャレンジシリーズ実施の効果

・経済効果

・来高者（サイクリスト）のイメージアップ

・３６４／３６５

・地域限定的な効果になっていないか

・大会の位置付け見直しのタイミング

メリット

デメリット



４．今後の取組と目標

持続可能な地域活性化事業への転換期

・イベント独立の原則

・公共の役割

ヒルクライムチャレンジシリーズ大会の方向転換

・市民への周知、市外への発信

コロナ禍での新たな取組



４．今後の取組と目標

案１）ファンライドによる吹屋地区への誘導継続



４．今後の取組と目標

案２）スタンプラリー開催によるサイクリストの全市的誘致



４．今後の取組と目標

持続可能な地域活性化事業への転換期

案１）ファンライド等による吹屋地区への誘導継続

案２）スタンプラリー開催等によるサイクリストの全市的誘致

◆連携事業としての位置付け（市域の広がり、役割分担） ◆当事者意識の醸成

○ハレいろ・サイクリング（県）

○サイクルツーリズムによる観光振興

（地域課題解決支援プロジェクト）

関係部門：観光、健康、福祉、道路整備

商業、まちづくり


